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概  要 

 

セラミック粒子による複合皮膜を低温下で簡便に作製する技術として、セラ

ミック粒子を安価な有機シランと反応させて、粒子表面にアルコキシシリル基

を導入した。このアルコキシシリル基を重合して材料表面上に粒子を固定化す

ることにより、粒子が均一に分散した密着性の高い複合皮膜を作製することが

できた。（図参照） 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本技術は、従来のセラミック粒子とシラン溶液を単に混ぜて得られた皮膜で

はなく、表面にアルコキシシリル基が化学結合した化学修飾セラミック粒子を

合成し、これを活用して複合皮膜を形成するという新しい技術である。従来技

術は単純な混合であるためセラミック粒子同士の凝集が起こりやすく、均一で

緻密な皮膜を作成することが難しかったが、本技術では緻密で耐蝕性の高い皮

膜が得られる。 

本技術の 

有用性 

本技術はセラミック粒子全般に適用可能であり、かつ低温下で皮膜が得られ

ることから、金属、セラミックス、プラスチック等の様々な材料が利用でき、

その表面上にセラミック粒子による独自の機能を持つ複合皮膜を容易に作製

できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

                              図 メタチタン酸粒子を用いた 

耐食性複合皮膜の表面 SEM 像 

適用可能製品 
使用するセラミック粒子の性質により、生体適合性皮膜や、自動車部品等の

耐薬品性、耐食性皮膜としての適用が可能である。 
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